
株主の客様へ

2020年 11月 吉日

トヨタ自動車株式会社

取締役社長 豊口 章男

拝啓 千素は格燿1の ご高配を賜り、厚く御ネLIPし あげます。

はじめに、新型コロナウイルス感染症に罹恙されている方々、また感染拡大により
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この半年ral、 「自動車が日本経済のけん引役になろう」という方向に向かって、

生産と販売の現場が一体となって、努力を積み上げてまいりました。また、リーマン・

ショック以降の 11年間、「もっといいクルマ」をお客様にお届けするため、コツコツと

取組んでまいりました。

その結果、当ヤ間期はオ1益 を計上することができました。ヤ閂配当については、

普近配当は1株につき100円 にするとともに、コロナ禍による厳しい環売下でも

ごえ浚をいただきましたIIX主のな様へ感謝し、特万1配当5円 をかえ、あわせて

1株あたり105円 とすることといたしました。

自動車業界は 100年に一度の大変革期にあり、先の几えない時代を4え て

お りますが、 どれ ι■ど時代`がなわ ろ うと |ゝ 、古ニ タお待 ぃに なるお左巖 、 みの 4‐L菫に

関わるすべての人の幸せを量産する、という夕1業以来のトヨタの使今は変わりません。

可動性 (モ ビリティ)を社会の可能性に変える、というビジョンのもと、トヨタに働
・
く

一人ひとりが行動を起こし、ステークホルダーのな様とともに、より良い世界づくりを

目指してまいりますので、今後も一層のごえ抜を賜りますようお願い申しあげます。

敬具


